
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

≪医療の質・安全ニュース≫ 

Ｎｏ．16  10/11/吉日 

    

患者さんと医療者とのパートナーシップ 

 みんなのにこにこ「いろはうた」 

 ベストプラクティス賞 受賞！ 
第 5 回 医療の質・安全学会 学術集会（2010 年 11 月 27 日・28 日） 

 

 

11 月 27 日～28 日に幕張メッセ国際会議場（千葉市）で開催された、第 5 回 医療の質・安全学会 

学術集会において、阪大病院全体で取り組んでいる「いろはうた」の活動報告を行いました。 看護師

一人ひとりが、入院患者さんに医療への積極的な参加を促し、患者さんと医療者とのパートナーシップ

を目指す取り組みや、患者さんからいただいた多くの前向きな声が高く評価されました。 

 

速報！ 

 

＊ベストプラクティス賞とは？ 

医療安全への取り組み報告の中で、新規性、実用性、有効性等の観点から 10 名の選考委員（選考委員長 

永井良三 東京大学医学部教授）により採点評価され、優れた発表が選定されます。今回は 64 演題の中 

から、阪大病院の発表を含めて４演題が選ばれました。 

 

学会場での様子 

多くの方が、熱心に取り組みに

ついての説明を聞かれました 

今回の取り組みにご協力いただいている 

本院の職員の皆さまに、この場をおかりして

心よりお礼申し上げます。 

 

○C 大阪大学医学部附属病院中央クオリティマネジメント部, 2010 


